
去る１１月２８日に神奈川県では生活習慣の改善を含めた

健康増進の取り組みを推進するため健やかで、心豊かな暮

らしの実現と健康寿命の延伸を目指し、県内の医師会や看

護協会をはじめ医療関係団体などの２５団体が横浜クイーン

ズサークルに集結し、セルフケアーに基づく健康づくり実

践活動の普及と啓発を行いました。

私達、神奈川県鍼灸マッサージ師会

でもこの企画に参加し、【かかりつけ鍼

灸師】を持つ事や【未病】の段階での

鍼灸施術の必要性、そして【無免許者

対策】など県民に広くアピールする事

が出来ました。

私たちのブースには「ツボを覚えて

元気になろう」のテーマで時間終了後

にもかかわらずツボの体験を求めて若者のカップルや家族

連れそしてシニアの方々等がツボの体験を求めて押し寄

せ、大好評でした。全部で１９７名もの県民に円皮鍼を体験し

てもらいました。

神奈川県鍼灸マッサージ師会担当のタイムスケジュール

では朝日山先生による経絡ストレッチ、ゼンシン体操を披

露する事が出来ました。
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が開催されました
業務部 梅田 勲
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学術部より

第１部

「地域医療の基本」～医師との連携技術～

講師：長谷川 尚哉 先生

社会医療法人三思会

とうめい厚木クリニック統合医療療法科

医療連携とはチーム医療の中で、患者を中心にスタッフが自らの範囲を守りながら、そ

の持てる技術知識を提供するつながりで患者情報を共有し、これらが正しく機能するこ

とが連携である。連携の中で問題を発生させないためには、何が求められるかを考慮する

必要がある。

病院等との連携を実現させるための必要な技術として、「問診技術」「測定方法」「画像

の理解」「整形外科学徒手テスト」「診療情報提供書、御高診願いの記載方法」などを解

説。以上の豊富な内容を時間余すことなく語られた。

当然のことながら我々鍼灸マッサージ師も、患者の紹介を相手の技量・信用度もわから

ぬ者にできないように、医師からの紹介を頂くには個々の単位で信頼を得た者のみが許

される事を強調されていた。今後の鍼灸マッサージ師も地域医療連携のパートナーの一

役を担うべく、以上のことを身につけて地位を確立し、活躍していこうではないかと提言

された。

第２部

第２回地域健康つくり指導者研修会

「地域包括ケアシステムと鍼灸マッサージ師②」

～厚生労働省地域包括ケア推進官の

お話を聞こう～

１．講師：高橋 都子 先生

厚生労働省老健局振興課地域包括ケア推進官

２．講師：林 秀卓 先生

神奈川県鍼灸マッサージ師会学術部 介護予防研究委員会
  

第１回学術講習会報告

長谷川尚哉先生

高橋都子先生
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鎌倉逗葉師会主催学術講習会

日 時：平成２８年２月２１日（日）１３：３０～１６：３０

講 師：埼玉医科大学 山口 智 先生

演 題：「股関節および骨盤周辺疾患の鍼灸手技療法

～神経・筋肉・関節を目標とした刺激法の実践」

会 場：鎌倉市生涯学習センター（きららかまくら）第５集会室

ＪＲ鎌倉駅八幡宮側下車３分、郵便局隣り

「地域包括ケアシステムの構築に向けて」

今後１０年後の２０２５年に向け、高齢者の増加とそれを支える人口の減少が見込まれ、国

は介護保険制度の見直しを図り、持続可能な方向に変革を求められている。地域ケア会議

の推進により関係機関が連携し、多職種協働により「在宅医療・介護」を一体的に提供で

きる体制を構築するための取り組みを推進中｡認知症高齢者、単身高齢者の増加の見込み

から、配食・見守りの必要性や、行政・ＮＰＯ・ボランティア・民間企業など、多様な事

業主体による重層的支援体制の構築、および高齢者の社会参加による生きがい・介護予防

につなげる取り組み等を解説された。

地域における生活の基盤となる住まいを「植木鉢」、生活支援を「土」、専門的サービス

医療・看護、介護・リハビリテーション、保健・予防を「植物」と捉えた図で、高齢者の

プライバシーと尊厳が守られた住まいが提供され、ここに安定した日常生活を送るため

の「生活支援・福祉サービス」があることが基本的要素で、この土台の上に専門職である

「医療・看護」「介護・リハビリテーション」「保健・予防」が効果的役目を果たすと要約

し締めくくられている。

報告者 谷口 修一
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第２回神奈鍼学術講習会のお知らせ

平成２７年度、神奈鍼学術講習会を下記の要項で開催いたします。

この講演会は、財団法人東洋療法研修試験財団（厚生労働省直轄）の生涯研修

認定講習会となっております。生涯研修認定講座の受講カードも持参願います。

※講演開始時間が変更になり、３０分繰り下げて１３時３０分からになります。

受付は１３時からとなりますのでご注意願います。

【日 時】平成２８年２月１４日 (日)  １３：３０～１７：２０

【会 場】横浜市技能文化会館８階大研修室

神奈川県横浜市中区万代町２丁目４－７ ＪＲ根岸線 関内駅南口から徒歩２分

【内 容】

第１部 １３：３０～１６：３０

演 題：「東京オリンピックに向けて何をすべきか」～施術のグローとは～

講 師：ＵＣＩワールドツアーサイクルロードレースチーム専属トレーナー

   日本自転車競技連盟強化支援スタッフ

中野 善文 先生

第２部 １６：３５～１７：２０

演 題：スポーツ講習会

「外国人選手に対する施術のガイドライン」

講 師：帝京大学非常勤講師

朝日山 一男 先生

【参加費】神奈鍼会員１，０００円、準会員５００円、神奈鍼会員外３，０００円

※一般参加は不可

（会員外の参加希望者の問い合せ先 ０７０－５０７４－６５９３ 担当／小川）
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                   セラピー委員長 朝日山 一男

紅葉が映える丹沢湖湖畔で開催された、第３７回丹沢湖ハーフマラソンにおいて、鍼灸

マッサージコーナーを開設しました。晴天に恵まれ、ランナーにとっては絶好の日和にな

りました。

好天のため走行前から多くのランナーが施術に訪れ、結果的に円皮鍼施術１６０名、はり

マッサージ施術１４０名と合計３００名の施術を行うことができました。

マラソン大会への参加は、全国の選手の方々が神奈川に来てよかったと思って頂ける

よう、おもてなしの心で臨んだ結果、「楽

になったすごい」と話しながら会場を後

にする選手姿が見られ、１５分治療での技

術の高まりを垣間見ることができました。

今後も現場での施術の技術力の向上に努

め、多くの選手に受け入れられる鍼・マ

ッサージにしていきたいと思います。

今大会は、神奈川県鍼灸師会の先生５

名が横浜マラソン参加の研修も兼ね参加

いただきました。また、神奈川衛生学園専門学校の学生５名を加え総勢２６名で対応し、

互いに有意義な一日を過ごすことができました。

来週は、湘南マラソン、再来週は震災ボランティアと行事が続きますが多くの国民のた

めに皆さんのご協力をお願いいたします。

第３７回 丹沢湖ハーフマラソン

鍼マッサージコーナー報告



支部だより

大和師会
大和師会藤沢師会合同学習会

藤沢師会

１１月１日、大和師会と藤沢師会合同の学習会が、渋谷学習センター「イコーザ」に於い

て開催されました。テーマは、「地域包括ケアシステムにおける鍼灸マッサージ師の役

割」、副題は「～訪問鍼灸マッサージ師の評価と実技～」でした。講師には、全鍼師会及

び神奈鍼理事で学術部長の小川眞悟先生をお招きしました。

当日の講演プログラムは

１．地域包括ケアシステム構築にあたり、介護予防総合支援事業への参入について

２．医療・介護事業における身体機能評価法の解説と実技

３．片麻痺患者の基本的な施術

地域包括ケアシステムでは、各地域のニーズに合ったきめ細かい介護サービスが必要

となります。本講演では制度の解説から、我々鍼灸マッサージ師がサービスの提供者とし

て関わった際の実技指導まで、充実した内容の２時間でした。

藤沢師会

新総合事業に向けての研修会

介護保険制度が改正され、「新総合事業」の実施が市町村に義務化された。藤沢師会では

これに伴い、１１月１１日１８時３０分より、藤沢市保健所大会議室に於いて、法改正の柱とな

る「地域包括ケアシステム」に向けての研修会を行った。

講師には、（公社）全日本鍼灸マッサージ師会理事で、地域健康つくり委員長である長嶺

芳文氏をお迎えした。初歩からの丁寧な解説で、９０分があっという間に過ぎた。研修会に

は、１１名の市議会議員と、８名の行政担当者も参加され、この新しいシステムの中で、保

健医療の専門職である鍼灸マッサージ師が、どのように関わり位置付けされるかについて

もアピールできた。

藤沢師会では年明けの１月にも、さらに具体的に鍼灸マッサージ師がこの制度に関われ

るかの研修会を予定している。
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厚生労働大臣免許保有者証について再度のお願い

厚生労働大臣免許保有証に多数のお申し込みをいただきありがとうございました。

６８９名分の申請について、書類の不備点検、入金の確認等致しまして、その送付を完

了しております。

出来上がりと皆様への送付は来年となる予定ということですが、前回会報にてお願い

した件につきまして再度お願い致します。

申請の際、出来上がった保有者証をお申し込みいただいた先生方にお送りするための

返信用封筒を同封するお願いがチェックシートに記載してあったと思いますが、これを

同封されていない先生が多数いらっしゃいます。

１．市販の長３定形封筒に

２．３９２円の切手（簡易書留料金）を貼って

３．先生の確実に受け取れる住所を記載の上

事務所までお送りいただきますようお願い申し上げます。

この件につきまして不明な点がありましたら、事務所までお問い合わせ下さい。      

電話番号 ０４５-２４２－７７９０

総務部より

福利厚生部より

神奈鍼版無形文化財の募集昨年度より新事業として神奈鍼会員の中には本業以外で素

晴らしい技能をお持ちの方が大勢いらっしゃいます。それらの技能を紹介し、人生にどれ

ほどのインパクトを与え、人間形成に影響を与えたか取材を通してお話を伺いたいと思

います。

ちなみに第１号は小田原師会の鈴木静夫先生が能面製作「面打ち」で登録され、その技

術の高さに驚嘆いたしました。第２号は藤沢師会の太田修二先生で藤沢市民交響楽団長

として活躍され、更にご自身３５年のトランペット愛好家でした。

まだまだ素晴らしい技能をお持ちの会員がおります。是非事務所までご連絡ください。

電 話 ０４５－２４２－７７９０ ＦＡＸ ０４５－２４２－７７９１

福利厚生部 梅田 春樹
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事務所年末年始休業のお知らせ

平成２７年１２月２９日（火）より 平成２８年１月３日（日）まで

※１月４日より平常通り業務を致します。

新規加入者

≪ キャンペーン内容 ≫

● 新たにご加入された方に、全国デパート共通券・

図書カードのいずれか 3,000 円分をプレゼント。

● さらに抽選で５０人に１人、月額掛金相当額

（上限３万円）の全国デパート共通券が当たる！

  国民年金基金は、

自分で納めた掛金を年金として受取る貯蓄型です。

年金は、６５歳から受取れます。
※２口目以降には６０歳から年金が受取れるものもあります.

まずはお気軽に資料請求を！

※ 資料請求をしていただくと、加入をご検討されている方の掛金・年金額等のプランを作成いたします。

フリーダ イヤル ０１２０－１５１２８９
（土・日・祝日を除く 9：00～17：00）

http://www.hari-kyuu.org/
（ Ｈ Ｐ リ ン ク 先 で 24 時 間 受 付）

編集後記 今年もあとわずかとなり、気忙しい年末をお過ごしのことと存じます。日頃

会員の方々のご尽力により、年々参加するイベントも増え、オリンピックも控えております。

また、介護保険制度の改正により、要支援１・２が地域支援事業へ移行されるなど、鍼灸マッ

サージ師の益々の活躍が期待されます。神奈鍼会員ならではの優れた対応ができるよう、講習

会・セミナーへの積極的な参加により、最新の情報を取り入れていきましょう。

広報部長：太田 修二

期間：平成 27 年 12 月 1 日～平成 28 年 3 月 31 日


